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○なぜ、児童虐待はしてはいけないのか

・子どもに対する最も重大な権利侵害

・子どもの心身の成長及び人格の形成に重大な影響を与える

とともに、次の世代に引き継がれるおそれもあるもの

（世代間連鎖）

☞児童虐待の防止等に関する法律 第一条

児童虐待とは？



児童虐待の防止等に関する法律
（児童虐待防止法）

第１条（目的）

この法律は、児童虐待が児童の人権を著しく侵害し、
その心身の成長及び人格の形成に重大な影響を与え
るとともに、我が国における将来の世代の育成にも
懸念を及ぼすことにかんがみ、児童に対する虐待の
禁止、児童虐待の予防及び早期発見その他の児童虐
待の防止に関する国及び地方公共団体の責務、児童
虐待を受けた児童の保護及び自立の支援のための措
置等を定めることにより、児童虐待の防止等に関す
る施策を促進し、もって児童の権利利益の擁護に資
することを目的とする。

参考



児童福祉法

第１条

全て児童は、児童の権利に関する条約の精神に
のっとり、適切に養育されること、その生活を保
障されること、愛され、保護されること、その心
身の健やかな成長および発達並びにその自立が図
られることその他の福祉を等しく保障される権利
を有する。

参考



児童虐待の定義

• 子どもの身体に外傷が生じ、または生じるおそれのあ

る暴行を加えること身体的虐待

•子どもに対する著しい暴言または著しく拒絶的な対応、配

偶者に対する暴力（いわゆる面前DV）、兄弟への虐待、そ

の他の児童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこと。
心理的虐待

•子どもにわいせつな行為をすること、または子どもにわい

せつな行為をさせること性的虐待

•子どもの心身の正常な発達を妨げるような著しい減食また

は長時間の放置。同居人による虐待と同様の行為の放置そ

の他の保護者としての監護を著しく怠ること。
ネグレクト



児童虐待の現状～こども家庭庁HPより～
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児童虐待の現状～こども家庭庁HPより～



１．子どもの健康・安全への配慮を怠っているなど。

例えば、

(1)重大な病気になっても病院に連れて行かない→医療ネグレクト

(2)乳幼児を家に残したまま外出する、

なお、親がパチンコに熱中したり、買い物をしたりするなどの間、乳幼児等の低年齢の子どもを自動車の

中に放置し、熱中症で子どもが死亡したり、誘拐されたり、乳幼児等の低年齢の子どもだけを家に残したために

火災で子どもが焼死したりする事件も、ネグレクトという虐待の結果であることに留意すべきである。

２．子どもの意思に反して学校等に登校させない。子どもが学校等に登校するように促すなどの子どもに

教育を保障する努力をしない。→教育ネグレクト

３．子どもにとって必要な情緒的欲求に応えていない（愛情遮断など）。

４．食事、衣服、住居などが極端に不適切で、健康状態を損なうほどの無関心・怠慢、など

例えば、

(1)適切な食事を与えない、

(2)下着など長期間ひどく不潔なままにする、

(3)極端に不潔な環境の中で生活をさせる、など。

５．子どもを遺棄したり、置き去りにする。

６．祖父母、きょうだい、保護者の恋人などの同居人や自宅に出入りする第三者が身体的虐待、性的虐待又は

心理的虐待に掲げる行為を行っているにもかかわらず、それを放置する。など

ネグレクトとは

子ども虐待対応の手引き（こども家庭庁支援局虐待防止対策課・R６年4月改訂版）P3



ネグレクト対応の困難さ

02

ネグレクトの範囲が

不明確

衣服の着替えが不十分なまま

登園してくる事例～死亡してし

まう事例まであり、範囲が広い

01

家庭が抱える多くの課題

子どもの不潔

家で食事がない

夜間保護者不在

病院に連れて行かない

子どもだけ放置する



ネグレクト対応の困難さ

改善しないことの怒り

保護者の改善に向けての意欲や具体的な成果

のなさへの怒りが発生しやすく、保護者に対

しての皮肉や強い改善欲求につながる。

その怒りの感情にさらされた保護者は支援者

との関係を遮断する。

03 04

支援の期限

いつまで支援を行えばいいか

・・・・？

支援者側

保護者側



☞自覚を伴わない虐待
「やらない」のではなく
「できない」のかもしれない。

ネグレクトは・・・

☞長期にわたる継続的な支援が必要



☞自覚を伴わない虐待
「やらない」のではなく
「できない」のかもしれない。

ネグレクトは・・・

☞長期にわたる継続的な支援が必要

保護者支援

自分の価値観
は捨てる

寛容な心

抱え込まない



子どもへの影響

① 身体的影響

② 知的発達面への影響

③ 心理的影響

ア．対人関係の障害

イ．低い自己評価

ウ．行動コントロールの問題

エ．多動

オ．心的外傷後ストレス障害

カ．偽成熟性

キ．精神的症状

子ども虐待対応の手引き（こども家庭庁支援局虐待防止対策課・R６年4月改訂版）P5.6



支援体制

児童相談所

保育所・幼稚園

児童家庭
支援センター

学校

教育委員会

警察

保健センター

医療機関

NPO法人

子ども食堂

SSW

第三の居場所

障害福祉課

生活保護
ケースワーカー

民生委員・
主任児童委員

要対協調整機関・
市区町村児童家庭相談



子ども虐待対応フローチャート

気づき

園内の

体制づくり

と見守り

通告・

相談

関係機関

との連携

引継ぎ、

ケース離れ

気付く つなぐ 見守る



園の役割

・基本的な生活を保障されている場。

・見守られている安心感の中で自分らしさを発揮

できる場。

・保育者や友だちとふれあい、

人への信頼感や

共感を深めながら成長できる場。

子どもにとって園はどんなところ？



園の役割

・暮らしのもっとも身近にある機関。

・ほかの家庭やさまざまな行政サービスなど

社会とつながることができる場。

・未熟さがあたたかく受け止められ、

失敗をくり返すことも大切な経験

として支えてくれる場。

保護者にとって園はどんなところ？



園ができること

• 日々の保育を通して、子どもに安心できる生活を保障し

成長・発達を支援する。

• 「子どもを預かる」ことで保護者の育児負担を軽減する。

• 子育てが行き届いていないところを部分的に支援する。

• 保護者の困っていることや子育ての悩みについて一緒に考
える。

• 「この家庭は心配だ」と感じた時点で関係機関に連絡・相
談する。記録をとる。

• 虐待の早期発見につとめ、虐待や虐待の疑いを発見した場
合はすみやかに通告し、関係機関と連携して対応する。



園にはできないこと

•子どもの夜間・休日の見守り

•全面的な家事支援

•保護者の病気・障害・アルコール依存などへの対応

•子どもの一時保護・入院

•保護者への経済的な援助

•危険性・緊急性のある場合の対応



乳幼セ
山口県乳幼児の育ちと学び支援センター

困ったときは
ぜひ、ご活用ください！

ホームページ Instagram



参考資料

•子ども虐待対応の手引き令和６年４月改正版

（こども家庭庁）

•保育者のための子ども虐待対応の基本
（保育と虐待対応事例研究会・2019年・ひとなる書房）

•ネグレクトされた子どもへの支援
（安部計彦、加藤曜子、三上邦彦・2016年・明石書店）


